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証券コード 6822

株主メモ

会社概要（2022年９月30日現在）連結財務ハイライト

商 号 大井電気株式会社
Oi Electric Co.,Ltd.

本 社 所 在 地 〒222-0011
神奈川県横浜市港北区菊名七丁目３番16号

設 立 1950年１月

代 表 者 取締役社長　石田　甲

資 本 金 27億８百万円

従 業 員 数 434名

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月下旬

剰 余 金 の 
配 当 支 払 
株 主 確 定 日

期末配当金は３月31日及び中間配当金の支払い
を行うときは９月30日

基 準 日
毎年３月31日における株主名簿に記載または記録 
された株主をもって、その事業年度に関する定時株
主総会において権利を行使すべき株主とします。

公 告 の 方 法

当社公告につきましては、下記URLに掲載します。
ただし、やむを得ない事由により電子公告をする 
ことができないときは、日本経済新聞に公告いたし
ます。
https://www.ooi.co.jp

株 主 名 簿 
管 理 人

〒100-0005　
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

特 別 口 座 の 
口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
〒183-0044　東京都府中市日鋼町１-１
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-232-711

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌売上高（単位:百万円）

9,1539,153

29,410

10,56810,568

24,735

8,304

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌営業利益（単位:百万円）

△1,165
△819△819

△1,497

303

△1,350

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌経常利益（単位:百万円）

△1,137
△794△794

△1,427

375

△1,355

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （単位:百万円）

△948△948

△1,023
△1,373

139

△1,273

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度
中間

純資産 総資産

▌純資産及び総資産（単位:百万円）

8,451

22,416

7,405

21,796

6,090

19,761



株主の皆さまへ

　株主の皆さまにおかれまして
は、平素より格別のご高配を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　当社は中期計画の最終年度と
して､ ３つの成長ドライバー事
業のさらなる高度化､ 次の事業
成長基盤の開拓に取り組んでま
いりました。
　しかしながら、半導体に代表
される世界的な部材不足の影響
が継続しており、生産活動の一部停滞や、大幅な原価
率悪化が生じています。その結果、当第2四半期まで
の業績は当初の業績予想を大幅に下回る結果となり、
通期の業績についても業績予想の下方修正をお知らせ
することとなりました。
　株主の皆さまには大変なご迷惑・ご心配をお掛けし
ております。今後しばらくの間、部材調達難の状況は
継続するものと思われますが、原価低減・経費削減の
推進等により確実な黒字化を目指すとともに、製品戦
略の再構築、新製品・新事業の創出、人財開発の着実
な推進等により、中長期的に成長可能な企業体質づく
りを進めてまいります。
　引き続きのご理解、ご支援を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。

取締役社長   石 田　 甲

中期計画 展示会出展情報

関連会社紹介

日本フィールド・エンジニアリング（株）
　当社グループのネットワーク工事保守セグメントにあた
る事業を展開しております。
　電気、通信事業を支える情報通信インフラの構築のみな
らず、電気設備や土木設備等、社会インフラ構築分野にも
進出し、多様化するお客様のニーズにお応えしております。
　通信技術の発展にあわせて専門技術力の幅を広げながら、
調査、設計、施工、保守のトータルソリューションを提供
いたします。

光通信技術展

　2022年6月29日～7月1日の3日間、東京ビッグサイト
で開催されました『第22回 光通信技術展』に出展いたし
ました。
　高速・大容量通信を可能とする光伝送システムである
OTN（Optical Transport Network）プラットフォー
ム・システムやLPWA関連製品等を展示いたしました。
導入事例を交えながら各種製品のご紹介を行い、多くの
来場者様から興味・関心の声を頂きました。今後も、展
示会を通じた営業活動を展開してまいります。

つくばフォーラム 2022
　2022 年 5 月 18
日 ～ 19 日 の 2 日
間、日本電信電話
株 式 会 社（NTT）
様主催の『つくば
フォーラム2022』
が、NTTアクセス
サービスシステム
研究所（つくば市）
にて開催されまし
た。新型コロナウイルスの影響で、約2年半ぶりの現地開
催となり、多くの来場者様が参加されておりました。
　LPWAによるセンシングを可能とするガス／水道検針シス
テムやLoRaWAN(Long Range Wide Area Network)
対応のハンディタイプ試験器等の無線関連測定器を展示
いたしました。

　2020-2022年度中期計画に対する、各事業の2022
年度売上中間実績及び通期予想は以下のグラフのとおりと
なっております。

※2019年度売上実績を100とした指数

　新型コロナウイルス感染症対応等による各自治体方針の変
更の影響が継続しており、防災･減災ソリューション事業につ
いては2021年度と同程度を見込んでおります。
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▌防災・減災ソリューション事業
■ 実績　 ■ 通期予想

　光波長多重伝送システム事業およびIoTシステム事業にお
いて、長期化する部材調達問題の影響を受け、売上時期の
遅延が生じております。
　2022年度につきましては、厳しい状況が継続するものと
見込まれ、両事業について、2021年度より減少するものと
予想しております。
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会社概要（2022年９月30日現在）連結財務ハイライト

商 号 大井電気株式会社
Oi Electric Co.,Ltd.

本 社 所 在 地 〒222-0011
神奈川県横浜市港北区菊名七丁目３番16号

設 立 1950年１月

代 表 者 取締役社長　石田　甲

資 本 金 27億８百万円

従 業 員 数 434名

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 ６月下旬

剰 余 金 の 
配 当 支 払 
株 主 確 定 日

期末配当金は３月31日及び中間配当金の支払い
を行うときは９月30日

基 準 日
毎年３月31日における株主名簿に記載または記録 
された株主をもって、その事業年度に関する定時株
主総会において権利を行使すべき株主とします。

公 告 の 方 法

当社公告につきましては、下記URLに掲載します。
ただし、やむを得ない事由により電子公告をする 
ことができないときは、日本経済新聞に公告いたし
ます。
https://www.ooi.co.jp

株 主 名 簿 
管 理 人

〒100-0005　
東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

特 別 口 座 の 
口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
〒183-0044　東京都府中市日鋼町１-１
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル　0120-232-711

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌売上高（単位:百万円）

9,1539,153

29,410

10,56810,568

24,735

8,304

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌営業利益（単位:百万円）

△1,165
△819△819

△1,497

303

△1,350

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌経常利益（単位:百万円）

△1,137
△794△794

△1,427

375

△1,355

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度

中間 通期

▌親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （単位:百万円）

△948△948

△1,023
△1,373

139

△1,273

第97期
2020年度

第98期
2021年度

第99期
2022年度
中間

純資産 総資産

▌純資産及び総資産（単位:百万円）

8,451

22,416

7,405

21,796

6,090

19,761


